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ら，原位置での 30年後の Kdを求め， 90Srは7割程度
がイオン交換(~は 5.2-9 .4ml/g) ，残りが非品質鉄
酸化物への吸着であること，日7CSは経時的に Kミが2





Kf(cm) として測定し， 300-500 cm3/g (137CS)， 0.2-15 




























































3状態で1.7CS，85Sr， 65Zn， 54Mn， 60COのιを比較 福井(京大炉， No.24)は過去に実施した石英砂に対
し，この順に凡は小さくなることを報告しているが， するパッチ (B)法，カラム (C)法，鉱散 (D)法に
オーダーが変わるほどの変化はない。 より得られた 10種類のマルチトレーサーとしてのι
No.20 (高橋ら，京大炉)では4機関(フェーズ 1) を比較し， C法ではB及びD法に較べて1桁程度，低
および9機関(フェーズ2)による Kdの比較測定を行 い値が得られること，また C法では pHが中性~アル
い，種々の変動要因のうち特にパッチの液性や撹枠法に カリ側では間隙水と同程度で移行する絞種が複数認めら
ついての条件の違いによるι変動の大きいことが報告 れるなど， B法のような平均的 Kー では危険側となる現
されている。 象が観察されることから，フィーJレドでの移行を評価す
五十嵐(電中研， No.21)らは泥質砂岩および泥岩の るうえで留意すべき Kd澱定法確立の必要性を報告し
細粒 (<1mm)試料に対する CsおよびSe(lV， VI) た。
のK日測定(純水，海水系)を酸化 ・還元条件で行い， 本研究会の報告書は，この記事が読者の目に触れるこ
還元環境を維持する条件を検討すると共に，還元剤添加 ろには出版されているので，希望される方は当方 (fuー
による pH低下から CsのK.tは少し低下し，その反面， kuim@rri.kyoto-u.ac.jp)まで連絡いただければ送付し
陰イオン状もeのKdが増加することを報告した。 ます。
吉田(放医研， No.22)は全国の水回および畑地土壌 2000年度は「環境保健物理2000Jと題した専門研究
の68生試ー料に対する Iーと IO.-のιを好気的条件で 会の開催が承認されているため， 20世紀の総括的な関
パッチ法により測定し，有機物含有量と相関のあるこ 達する演題を募集します。また2000年度からは原子力
と，乾燥による Kd値の低下，他のハロゲン元素 学会にも保健物理 ・環境科学部会が設立の運ぴとなる予
(Br-， Ci-)より安定ヨウ素濃度の影響が大きいことを 定であり，保健物理学会のみならずこれら関連学会とも
示した。 協力して 21世紀に向けた環境 ・安全研究の推進が望ま
No.23 (虎石ら，東大)では， Fe203に対する IO.- れるところである。 (2000年2月1日受付)
